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rt一　　　幅山義倉圖書館に於ける天文に直する圖書
幅由市 廣　　井 猛

去年卜刀1日，山本先生が繭』市誠之館中墨校の天文機械を調査さaxた時・

倉敷の荒木氏を通じて，當市の義倉圖書倉官に於ける天文に關係ある聖書を調

査してほしいといふ先生の御依頼を受けたが，私用多忙のため今に至って漸

く果すことが出來た．念を入れて検べたつもりではあるが，落ちてみるのも

あるかも知れないが，その鮎御容赦願ひたV・・［天界151號参照］

　配列は青書館の目録順によった・本は引出して現物を見てみないので内

容はわからない・著者名叉は出版年月の書いてないのは不明のものである・

著者名の終の（清）は清國（明）は明國・

書　　　　　　名 帥版年別 裁臆1 著　　者　　名　　　　　　一
星 明治43年四月 洋　　1 一一 ﾋ　直　藏

月太陽暦俗解 明治翌年六月

ｾ治5年十一月 鷺馴
一　戸　直　藏

ﾔ　井　静　庵

天文地幅講話 明治42年八月 洋　1i 横山叉次郎
宇宙研究星辰天文學 明治39年＋一月 洋　　1 一　戸　直　藏

方圓星圖 女癖9年四月 折　　1 石　坂　常　堅

暦引田編 安政2年八月 和　1】 澁　川　元　孚
立法（寓本） 天保8年五月 和　　　1　己 ‘　一

天界の現象 明治36年＋月 洋　　　1 三澤力太郎
天學指要 弘化3年一月 和　　　4 西　村逡里
儀象志（爲本）

一
和　　　4 南側仁（清）

天測環統星圖墾要（正本） 安政3年三月 和　　　1 保　井春海
暦法新書偏窟） 一

和　　　6 ｝

佛國暦象編 文化12年＋二月 和　　　5 繹　　圓　通

丁酉元暦 天保14年 和　　狸 小　出　兼政

弘化甲辰元暦 『
和　　　6 小　出　光　教

蝋蘭埋暦歩法 一
和　　10 小　出　光教

暦象考成（窩本）
一

和　　20 無期允祉（清）

新法暦引（寓本）
一

禾目　　1 湯若望（清）

崇頑暦書暦引 安政2年三月 和　　　2 李　天経（明）

慮元暦儒本） 『
和　　　2 河野通禮

天地球用法 寛政5年 和　　　7 本木仁太夫
新暦三朔簡法（寓本）

『
（横）和4 福　田　源　泉

實験錬（寓本） 天明6年 和　　　2 麻　田　安　彰
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天文地學講話

誰にも必要な星の圖

誰にも分る暦の話

陰陽雨暦比良表

逸俗講義天文學（上）

水星合退伏推算（窩本）

暦　　表

立成表（爲本）

授章暦輕（窺本）

経外別書（臨本）

掛合秘暦氣朔簡鴬野歩留

三二符天歴書

艮昏分表

丁酉天暦推歩式

暦書雑錐

暦象二成七曜推歩名目解

星座町民

暦講話
天交地文

古今東西時刻封照便覧

天文と人生

天攣地異

磨冥々二二

新時代の宇宙研究

明治44年＋一月

大正2年＋二月

大正2年＋刀
明治6年＋一月

大正2年九月

大正6年六国
大正10年一月

大正11年五月

大正11年九回

大正13年六月

大正15年二月

昭和2年八刀
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以　上）

　　　　　　　　　　　　　　通　　　　　信
　　　　御攣りもなく御暮らしのことN存じます・寮の櫻も咲きかけて來ました・梢　拝啓
禦砦鵜雅崔菅野惟蓬憲灘讐弩離霧蘇讐？与麦翻鍵簸
の東京へあたふたと蹄って來たのでしたが，あの時吉田山の上に立って見た美しVX・Pts

出主鱗釜綴響響襟離讐劣灘鍵綴憲』聖二一
候黙琴騰騰脚瓢羅才麹測、，遠ざかって居，ますが，寸暇を利
用して少しつつ乍ら研究して居ます，此度手磨きの13糎反射鏡製作に着手して近々出
來上る蓮ぴになってゐます．先づは近況御知らせまで・末筆乍ら諸先生の御健康を所
ります・　敬　具
　　四月9日　　　　　　　　　　　　　一高北寮に：て　　　押　田　勇　雄

　　　　　　　　　　　　　　清　　　　　息

昭和九年三月京大天文部を卒業した新理學士二人

　　　　　　　　　　　　　　　　舵木九皐　　堀井政三
昭和九年四月京大天文部に入學した入々

　　　　　　　　　　　　　蛇田今川丁丁　七二王　丁丁
　　　　　　　　　　　　　成城吉岡盛男　浦和上野単三


